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ラグーン湖底堆積物における重金属等有害金属の溶出は、帯磁率と一定の相関関係を示す。これは堆積物の粒

度、堆積物中の粘土鉱物の吸着作用、スキャベンジャーとしての嫌気性磁気バクテリアに由来するものであると考
えられる。本講演では、日本海沿岸の中海及び地中海沿岸のテュニス南湖におけるラグーン湖底堆積物の測定・分
析結果にもとづき、帯磁率と重金属等溶出濃度の関係について述べ、重金属汚染調査への応用の可能性について論
じる。 
 
 
重金属汚染土壌・表層堆積物の帯磁率は一般にサイト・バックグラウンドよりも高い値を示すことが多く、帯

磁率と重金属汚染の程度の間に正の相関を示すことが多い。これは重金属汚染過程が鉄酸化物などの磁性鉱物の集
積を伴うために起こるものと考えられる。 
 本講演で報告するラグーンでは、嫌気性の環境下で泥質堆積物を堆積する環境が支配的であるという堆積環

境の違いに由来して、これとは異なる様相を呈する。なかでも中海の堆積物では負の相関、すなわち帯磁率が小さ
い堆積物ほど重金属の溶出量が多く、重金属汚染の影響を強く示すものが多い傾向にある。なお、溶出量を測定す
るにあたっては、0.3%シアン化ナトリウム水溶液を用い、不安定な吸着イオンを溶出させるようにした。各元素の
溶出量は ICP-MS によって分析した。 
 帯磁率の変化は、一般に含有する磁性鉱物の量と種類に強く依存する。IRM 獲得実験の結果にもとづけば、こ

れらのラグーン堆積物の帯磁率を規定する主たる磁性鉱物は磁鉄鉱である。したがって、帯磁率の増加は磁鉄鉱含
有量の増加と概ね対応すると考えられる。 
 重金属等の溶出量が細粒泥質堆積物において大きくなる傾向を示す原因として、粘土鉱物を含む微細粒子の

影響、磁鉄鉱の影響、の二つが考えられる。すなわち、前者の考え方によれば、細粒粒子や粘土鉱物の吸着によっ
て一次的に捕らえられていたイオンが容易に遊離するため、溶出実験においてこうした泥質細粒堆積物からの溶出
量が大きくなるという解釈である。X線粉末回折の結果によれば、こうした泥質細粒堆積物にはしばしばスメクタ
イト、緑泥石、雲母類、カオリン鉱物が含まれており、これらによる一次的な吸着と遊離が溶出に寄与しているも
のと考えられる。磁鉄鉱は重鉱物であるため粗粒堆積物に濃集する傾向が強く、よって粗粒堆積物（砂）において
帯磁率は大きく、粘土鉱物を相対的に多含する泥質細粒堆積物で小さい傾向がある。 
後者では、含有される磁鉄鉱の多くが微粒の物が多いことから磁気バクテリア起源と考えられ、このバクテリ

アによる鉱物粒生成時にいわばスキャベンジャーとして不純物の形で重金属類を鉱物微粒子内に固定するために
相対的に溶出量が低下するという解釈である。更には、磁鉄鉱の風化・変質生成物として想定される非晶質の水酸
化鉄（iron hydroxides）が金属イオン等を強く吸着固定し、溶出を阻むという考え方である。これらの場合、帯
磁率の大きい磁鉄鉱を多く含む堆積物ほど溶出量が小さくなる。 
 帯磁率の測定は極めて簡便かつ迅速であり、現場で直ちにデータを得ることができるという長所がある。そ

のため、堆積環境に即して「溶出量と帯磁率の相関関係」が認められる場合には、重金属汚染調査の新しいスクリー
ニング手法として導入していくことが期待される。 


